指導教育責任者講習演習問題集(基本編)　
　
補　　　遺
令和元年８月３０日「警備業法施行規則の一部改正」により、次の
ように改正されましたので該当箇所を訂正してご使用ください。
※頁・問題は、「令和元年５月２４日/１２版２刷発行」のものです。
	頁
	問題
	旧
	新

	21
	　15
	②　成年被後見人、被保佐人

	②　最近5年間に、警備業法の規定、この
法律に基づく命令の規定に違反する重大
な不正行為で国家公安委員会規則で定め
るものを行うおそれがあると認めるに足
りる相当な理由がある者

	22
	16
	1 　成年被後見人若しくは被保佐人
又は破産者で復権を得ないもの
	1  破産手続開始の決定を受けて復権を得
ない者

	54
	48
	③　 現任警備員の教育は、教育期ご
とに基本教育3時間以上、業務別
教育5時間以上、それぞれ行う。
	③　現任警備員の教育は、年度ごとに基本
教育及び業務別教育を10時間以上行う。

	55
	49
	①　 警察官の職にあった者の新任警
備員の基本教育は…

②　 最近3年間に警備業務に従事し
た期間が通算して1年以上である
警備員に対する新任教育は、基本
及び業務別教育ともに、5時間以
上行う必要がある。
④　 機械警備業務管理者資格者証の
交付を受けている新任警備員の基
本教育は、免除されている。
	①　警察官の職にあった期間が1年以上の
者の新任警備員の基本教育は…

②  最近3年間に警備業務に従事した期間
が通算して1年以上である警備員に対す
る新任教育は、当該警備業務に従事させ
る場合、基本教育及び業務別教育を7時
間以上行う必要がある。
④　機械警備業務管理者資格者証の交付の
みを受けている新任警備員の基本教育
は、免除されている。

	56
	50
	②　2級検定合格警備員にあっては、5
時間以上の業務別教育を教育期ご
とに受ける必要がある。

④　現任警備員の基本教育及び業務
別教育は、教育期ごとにそれぞれ5
時間以上行う。
⑤　機械警備業務管理者の資格を有
する現任警備員の業務別教育は、教
育期ごとに5時間以上行う。
	②　2級検定合格警備員にあっては、6時間
以上の業務別教育を年度ごとに受ける必
要がある。

④　現任警備員の基本教育及び業務別教育
は、年度ごとにそれぞれ8時間以上行う。
⑤　機械警備業務管理者の資格を有する現
任警備員の基本教育及び業務別教育は、
年度ごとに10時間以上行う。

	解答と解説
	

	157
	　49
	警備業法施行規則第38条で、①の基本教育は5時間、業務別教育は15時間受けなければならない。③は、…
	警備業法施行規則第38条で、①は、基本教育及び業務別教育を13時間以上受けなければならない。③は、…

	158
	　50
	④は、減免措置のない一般の現任警備員に対する教育は、教育期ごとに基本教育3時間以上、業務別教育5時間以上必要であり、誤り。
	④は、減免措置のない一般の現任警備員に対する教育は、年度ごとに基本教育及び業務別教育を10時間以上必要であり、誤り。



　　　　　※（成年後見制度の欠格条項を削除する法案が令和元年１２月１４日施行となる。）
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